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社会福祉協議会だよりさ
かい

み なと
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　 障がいのあるなしにかかわらずお互いの交流と絆を深
め、市民の福祉意識を高めることを目的に、第３４回境港
市福祉文化祭「いきいき浜っこ祭」を９月２１日夕日ヶ丘
メモリアルパークで開催しました。
　当日は秋晴れの下、約２，０００名の来場があり、ス
テージでは美哉幼稚園児による歌と合奏、まつぼっく
り太鼓、光洋の里のデスクベル演奏。チャレンジコー
ナーでは、輪投げなどゲームでの交流、福祉団体の模擬店
やバザーなど多彩な催しが行われ、市内の福祉施設やボラ
ンティア団体、中高生ボランティアなどのご協力をいただ
き大盛況となりました。

　フィナーレでは「じゃんけん★ふれあい列車」
と題し、参加者全員による交流で会場は
笑顔に包まれました。参加された方は
「たのしい１日が過ごせました。来年も楽
しみです。」と話しておられました｡

い き い き 浜 っ こ 祭 開 催

携帯電話からはこちらの
ＱＲコードでご覧になれます。

●香典返しご寄付芳名録／福祉モニター募集・・・・・・・・・・・

●１2月の相談日／レクリエーション研修会
　／浜の里まつり／トランポリン教室ボランティア募集

・・・・・・・・・・・・・

●境港市共同募金委員会より「助成募集」のお知らせ・・・・・

主な内容

●地域歳末たすけあい事業「助成募集」のお知らせ・・・・・・・

●手話ボランティア講座／共同募金が始まりました
　／車イス短期レンタル（無料）のお知らせ

・・・・・・・

●外江地区ふれあいの家合同研修会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●広島県大雨土砂災害の支援活動に参加して・・・・・・・・・・・



「助成募集」のお知らせ「助成募集」のお知らせ

≪問い合わせ≫　境港市共同募金委員会（境港市社会福祉協議会内）　　　　　　
〒684‒0043  境港市竹内町40番地　担当：松本　TEL 45-6116

地域歳末たすけあい事業

赤い羽根共同募金
●期間：10月1日～3月31日

歳末たすけあい募金
●期間：12月1日～12月31日

共同募金
運動
推進中!!

みなさまのご協力をお願いします。

「じぶんのまちを良くするしくみ。」「じぶんのまちを良くするしくみ。」

　境港市社会福祉協議会や地域団体（地区社会福祉協議会、自治会等）が年末年始に
取り組む、地域福祉推進のための事業に助成を行います。

助成対象事業

歳末たすけあい運動の趣旨に基づく事業で、年度内に完了する事業。

助 成 基 準

１団体、１事業に限り、５万円を上限とする。

申 請 期 限

平成２７年１月３０日（金）必着

申 請 方 法

　要綱、申請書等は境港市共同募金委員会（境港市社会福祉協議会内）にありますので、

必要書類を添付し、申請してください。

※助成対象事業、助成対象要件等詳細につきましては、境港市共同募金委員会まで
　お問合せください。

境港市共同募金委員会より

「助成募集」のお知らせ
　昨年度の共同募金改革に伴い、市町村組織が鳥取県共同募金会境港市支会から、境
港市共同募金委員会へ移行し、助成枠が見直されました。
　これにより、社会福祉法人の助成の取扱いについて、１市町村内のみに事業所を有
する団体は、これまでの広域助成枠から地域助成枠へ移行され、その助成基準等は各
市町村共同募金委員会で設定することになり、境港市共同募金委員会の助成基準を
定めました。
　また、昨年より市内の地区住民組織・団体等（自治会や婦人会、子供会等含む）が取
り組む地域福祉推進のための事業も、助成の対象となりました。
　つきましては、平成２６年度共同募金による助成申請について募集いたしますの
で、要望がある団体等は必要な申請手続きを行ってください。

助成対象事業

平成２７年度実施事業（平成２７年４月～平成２８年３月までに実施する事業）

助 成 基 準

●地域福祉活動事業助成（自治会や婦人会、子供会等）

　１団体、１事業に限り、必要と認める事業費の３／４以内で５万円を上限とする。

●福祉団体事業助成（市内の福祉活動を行う団体）

　１団体、１事業に限り、必要と認める事業費の３／４以内で５万円を上限とする。

●ＮＰО・ボランティア団体助成（福祉を目的とする事業の分野において活動する非営利団体等）

　１団体、１事業に限り、必要と認める事業費の３／４以内で５万円を上限とする。

●民間社会福祉施設助成

　１法人、１事業に限り、必要と認める事業費の３／４以内で３０万円を上限とする。

申 請 期 限

平成２７年１月３０日（金）必着

申 請 方 法

　要綱、申請書等は境港市共同募金委員会（境港市社会福祉協議会内）にありますので、

必要書類を添付し、申請してください。
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手話ボランティア講座開催！

共同募金が始まりました共同募金が始まりました
今年度は平成26年１０月１日～平成27年３月31日まで

　１０月１日、８日、１５日、２２日の４日間、境港市社

会福祉協議会の主催で手話ボランティア講座を浜の

里（老人福祉センター）において開催しました。３０

名の定員に対し、それを大幅に超える方に受講申込

いただきありがたく感じました。４日間の参加者は延

べ８９人で、耳の不自由な方への接し方を含めたいへ

ん内容の濃い講座となりました。受講された方から

は、「講師の新井素子先生はたいへんわかりやすく、

もっと色々教えてもらいたいと思える素敵な先生で

した。」との声をいただきました。

　共同募金運動初日の１０月１日、プラント‒５、岡田商店、ディオ境
港店のご協力により、街頭募金を実施いたしました。
　当日は境港市共同募金委員会委員・募金ボランティアが各店舗で
募金の協力を呼びかけ、多くの市民の
皆様に募金をしていただき、４３，１９０
円の募金が寄せられました。
　なお、１２月は「歳末たすけあい募
金」の運動期間になります。皆様のご
理解・ご協力をお願いします。

無
料

　
境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
車

イ
ス
の
短
期
レ
ン
タ
ル
を
無
料
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。
通
院
時
や
短
期

旅
行
な
ど
に
必
要
な
方
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
助
式
車
イ
ス
　
小
　
型

介
助
式
車
イ
ス
　
普
通
型

自
走
式
車
イ
ス
　
普
通
型

種
類

車
イ
ス
短期

レ
ン
タ
ルお問い

合せ先
境港市社会福祉協議会　
☎４５－６１１６

　外江地区社会福祉協議会主催のふれあい合同研修会が
９月１８日に保健相談センターで開催され、境港市社会福
祉協議会、境港市北地域包括支援センターからも職員が
参加しました。当日は３７名が参加し、午前中は境港警
察署交通課による交通安全シュミレーションを実施、
午後から各チームに分かれ玉入れやボール送りなどの
ミニゲームを楽しみました。参加者からも「また開いて
ほしい」との声がありました。

　外江地区社会福祉協議会主催のふれあい合同研修会が
９月１８日に保健相談センターで開催され、境港市社会福
祉協議会、境港市北地域包括支援センターからも職員が
参加しました。当日は３７名が参加し、午前中は境港警
察署交通課による交通安全シュミレーションを実施、
午後から各チームに分かれ玉入れやボール送りなどの
ミニゲームを楽しみました。参加者からも「また開いて
ほしい」との声がありました。

外江地区
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日時 平成26年11月16日（日）
11:00～15:00

第８回境港市老人福祉センター

浜の里まつり浜の里まつり

会場 浜の里（境港市老人
福祉センター）

主催／境港市老人福祉センター管理運営受託協議会主催／境港市老人福祉センター管理運営受託協議会

広
島
県
大
雨
土
砂
災
害
の
支
援
活
動
に
参
加
し
て

　
８
月
19
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
広
島
県
の
土
砂
災
害

発
生
を
受
け
て
、
鳥
取
県
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
業
務
支
援
の
た
め
の
職

員
派
遣
を
早
期
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
内
の
９
月

11
日
㈭
か
ら
15
日
㈪
の
５
日
間
に
鳥
取
県
内
か
ら
６
名

が
参
加
し
、
私
も
そ
の
中
の
ひ
と
り
と
し
て
現
地
で
支

援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
広
島
県
の
安
佐
北
区
、
安
佐
南
区
に
大
き
な
被
害
が

あ
り
、
安
佐
南
区
で
は
八
木
地
区
と
緑
井
地
区
が
災
害

支
援
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。私
の
派
遣
先
は
安

佐
南
区
の
緑
井※

サ
テ
ラ
イ
ト
で
、ニ
ュ
ー
ス
で
も
映
像

が
出
て
い
ま
し
た
が
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
状
況
が

目
の
前
に
あ
り
ま
し
た
。被
害
の
大
き
い
所
で
は
家
屋

が
土
砂
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
お
り
跡
形
も
な
く
、
車
も

鉄
の
塊
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。現
場
で
は
全
国
か
ら
参

加
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
一
緒
に
（
土
砂
災

害
な
の
で
）「
土
砂
の
か
き
出
し
作
業
」
を
中
心
に
土
の

う
袋
の
運
び
出
し
や
家
屋
壁
面
の
泥
落
と
し
、
溝
に
溜

ま
っ
た
泥
を
取
っ
て
水
が
流
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
他
団
体
受
入
れ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
現
場
作

業
の
調
整
、
被
災
さ
れ
た
方
の
ニ
ー
ズ（
し
て
欲
し
い
こ

と
）を
聞
き
取
っ
て
の
対
応（
ニ
ー
ズ
調
査
・
掘
り
起
こ

し
作
業
）や
資
材
の
運
搬
な
ど
、
一
日
も
早
い
復
旧
に
向

け
て
、力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
広
島
県
の
よ
う
な
土
砂
災
害
が
境
港
市
で
発

生
す
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
津
波
や

地
震
な
ど
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。実
際
に

支
援
活
動
に
参
加
し
て
み
て
一
番
に
感
じ
た
こ
と
は
、

普
段
か
ら
の
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
こ
と
は
一
般
的

に
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
近
所
の
目
や
耳
が
不
自
由
な

人
、高
齢
者
や
妊
婦
、小
さ
な
子
ど
も
た
ち
な
ど
に
日
頃

よ
り
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
、
地
域
で
お
互
い
が
信
頼

し
合
っ
て「
い
ざ
と
い
う
時
」に
協
力
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
「
い
ざ

と
い
う
時
」
に
皆
さ
ん
の
力
と
な
れ
る
よ
う
今
後
も
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

※

サ
テ
ラ
イ
ト
と
は
衛
星
と
い
う
意
味
で
、
本
部
と

　
現
場
を
つ
な
ぐ
中
継
地
点
の
よ
う
な
も
の

手前左は土砂につぶされた車、右奥は倒壊した家屋

本部に届いた支援物資をサテライトまで運搬する様子

毎日ボランティアが帰った後、翌日のためのミー
ティングが本部で夜遅くまで行われていました　

境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会

西

原

実

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

心配ごと相談
（民生委員）
（司法書士）

心配ごとや、日常生活上
のいろいろな問題
（12月は第1・第4金曜日）

12月5日、26日
１３：００

～

１６：００

法 律 相 談
（弁 護 士） 法律に関する相談

（12月は第2・第3金曜日） 12月12日、19日
１３：３０

～

１５：３０要予約

◦法律相談は予約制ですので 事前に予約してください。
※なお、法律相談は初回の方を優先します。

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

人 権 相 談
（人権擁護委員）

人権に関する相談
（12月は第1木曜日） 12月４日

１３：００

～

１６：００行 政 相 談
（行政相談委員）

役所の仕事、手続き、サー
ビスなどに関する相談
（毎月第２金曜日）

12月12日

☎４５–６１１６
境港市社会福祉協議会

人権相談：
　鳥取地方法務局
　米子支局
　☎22-6161

行政相談：
　鳥取行政評価事務所
　行政相談課
　☎0857-24-5542

問合せ先

相談無料相談無料

秘密厳守秘密厳守

★心配なこと、困っていること、何でもOK!
　悩みごとのある人は一人で悩まずお気軽にご相談ください。

ふれあい総合相談センター

会場：浜の里〔老人福祉センター〕です。
の相談日１2月

境港市障がい児（者）育成会

参加者の簡
単な

補助をして

いただきま
す

と き

▲

11／22㊏・12／6㊏・12／20㊏

ところ

▲

市民体育館（第１）
㊟都合により日程が変更することがありますので、参加される方は事前にご連絡ください。

連絡先 境港市民総合ボランティアセンター ☎４７－１２０６
境港市社会福祉協議会 ☎４５－６１１６

10：00～11：40 9：00頃から
準備を始めます

有
料
広
告

とき 12月２日（火）
13:30～15:00

みんなで楽しくみんなで楽しく

レクリエーション研修会レクリエーション研修会

ところ 保健相談センター
※動きやすい服装でお出かけください。

◉参加希望の方は下記へお問合せください。
境港市社会福祉協議会
☎４5-6116 まで

社会福祉基金チャリティー

主催／境港市・境港市社会福祉協議会・山陰中央新報社

入場料：前売500円・当日700円
ところ：境港市文化ホール

と 　き：平成26年12月7日（日）
午後0時30分開演（午前11時30分開場）

第29回第29回境港市民余芸大会境港市民余芸大会

■こだま 6こだま■7



福祉モニターとは？　境港市社会福祉協議会では会員のご意見やご要望を
継続的に聴取し、事業に反映させることを目的として、
福祉モニターを設置しています。この福祉モニター10名
のうち、現在３名が欠員となっております。３名を公募い
たしますので、福祉モニターをご希望される方、また詳細
が知りたい方は、境港市社会福祉協議会までお問合せ
ください。なお、モニターの要件等は下記のとおりです。

　会員や福祉団体、施設、行政

等との協働関係を深め、社協事

業を推進するため、福祉モニ

ターを設置し事業に反映させる

ことを目的としています。

　境港市社会福祉協議会が行

う事業を少なくとも１回は見学

し、福祉モニター会議（年２回

程度）で意見を出してもらった

り、アンケート調査に回答して

もらいます。

　会員や福祉団体、施設、行政

等との協働関係を深め、社協事

業を推進するため、福祉モニ

ターを設置し事業に反映させる

ことを目的としています。

　境港市社会福祉協議会が行

う事業を少なくとも１回は見学

し、福祉モニター会議（年２回

程度）で意見を出してもらった

り、アンケート調査に回答して

もらいます。

福祉モニター
要 件

謝 礼

　モニターは、募集年度の４月１日現在
満20歳以上の方で、市内に住所を有す
る方、市内に通勤している方、市内で活
動している方から会長が委嘱します。

　謝礼は、モニター１名に対し年額
5,000円とし、１年単位として一括して
支払います。

お問い合せ先

境港市社会福祉協議会　
☎４５－６１１６まで締切日 平成26年12月１日（月）

この広報紙は、共同募金配分金の一部を活用して発行しています。

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

9.17

17

19

22

22

22

24

26

5０，０００

3０，０００

2０，０００

3０，０００

3０，０００

5０，０００

3０，０００

3０，０００

松 下 紀 子

足 立 　 出

角 　 薫

井 田 武 司

岡 田 　 亨

森 　 雅 子

飯 塚 俊 子

尾上研一路

松 下 正 雄

足 立 　 統

手 島 浩 子

井 田 宏 三

岡田みよ子

森 　 晴 美

飯 塚 　 茂

尾上キヌヨ

松 ヶ 枝 町

財 ノ 木 町

上 道 町

幸 神 町

岬 町

湊 町

蓮 池 町

元 町

■「こだま」への香典返し芳名録掲載につきましては、寄付者ご本人の了解をいただいております。
　一般寄付、香典返しは、高齢者、児童、障がい者の福祉事業、ふれあい総合相談事業等、地域福祉活動を推進する上で貴重な財源として活
用させていただいております。なお、一般寄付、香典返しは、境港市社会福祉協議会（浜の里・竹内町老人福祉センター東側）、または境
港市役所（福祉課）で取扱っています。

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

9.26

29

3０

1０.　1

14

14

14

15

3０，０００

3０，０００

5０，０００

5０，０００

5０，０００

3０，０００

3０，０００

3０，０００

松 井 和 明

工 野 英 夫

秋 山 　 民

永 見 　 樞

足 立 修 吉

（匿　名）

田 口 　 博

角 　 清 子

松 井 　 淳

工 野 昌 彦

奥 田 高 代

永 見 峯 子

足 立 幸 夫

（匿　名）

田口あけみ

角 　 和 紀

竹 内 町

誠 道 町

弥 生 町

麦 垣 町

上 道 町

清 水 町

新 屋 町

三 軒 屋 町

（平成26年 9 月16日～平成26年1０月15日） （敬称略）香典返しご寄付芳名録
こころ温まるご寄付をいただき ありがとうございました

■こだま 8


